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V333a SOI技術を用いた新型X線撮像分光器の開発 65:現在の到達点と今後の開発
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私達はX線観測衛星用の次世代検出器としてX線 SOI (Silicon-On-Insulator) ピクセル検出器「XRPIX」を開
発している．SOIピクセル検出器は SOI半導体プロセスを応用した日本独自の検出器であり，一体型でありなが
ら厚い空乏層と高速のCMOS回路を同時に実現可能である．私たちは，X線CCDに匹敵する高い撮像分光能力
を持った上で，各ピクセルに閾値回路とトリガ出力機能を備えることで，10µsecよりも高い時間分解能を実現す
る．これまで大きく 3つに要素に分けて開発を進めてきた．(1)ピクセルアンプとして当初のソースフォロアから
電荷有感アンプに進化し，読み出しノイズの削減に成功した．(2)デバイス構造は，センサ層と回路層の干渉の遮
断，センサノードの容量と暗電流の最小化の両立を可能とする「PPD構造」の開発に成功した．(3)素子のフル
デジタル化として．ADC，DAC，駆動パターン発生回路の組み込みを行っている．本公演では，2010年から開
始した開発を振り返るとともに，今後の方針やその見通しを示す．


